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夏期臨時講話（被爆体験講話・被爆体験伝承講話）の開催 
 
核兵器廃絶と世界恒久平和の実現を願う“ヒロシマの心”を広く伝え、被爆体験の継承を図るた

め、令和８年８月５日（水）から８月６日（木）にかけて、以下のとおり被爆体験や平和への思い
を被爆者から直接聴くことができる「被爆体験講話」と、被爆者から被爆体験を受け継いだ被爆体
験伝承者・家族伝承者による「被爆体験伝承講話」を臨時に開催します。いずれも事前申込不要、
入場料無料で平和記念式典前後に国内外から平和記念公園を訪れる方々に広く御参加いただけま
す。 
なお、今年度は、被爆体験講話と被爆体験伝承講話を一体的に行うプログラムとするため、広島

平和記念資料館東館地下１階特別展示室において毎日開催している被爆体験伝承講話（定時講話）
を、８月５日（水）・８月６日（木）は場所等を変更して実施します。 

 
 

１ 開催日程等（講話者等は都合により変更となることがあります。） 

⑴ ８月５日（水） 
 ア 会場 
  広島平和記念資料館東館地下１階 メモリアルホール 
 イ プログラム 

時 間 内   容 言 語 備  考 

10:00～11:00 被爆体験伝承講話 日本語  

11:30～12:30 被爆体験伝承講話 日本語  

13:00～14:00 被爆体験伝承講話 英語  

14:30～15:30 被爆体験伝承講話 日本語  

16:00～17:00 被爆体験講話 日本語 講話者：天野 幸吉さん 

 
⑵ ８月６日（木） 
 ア 日本語講話 
 （ア）会場 
   広島平和記念資料館東館地下１階 メモリアルホール 
 （イ）プログラム 

時 間 内   容 言 語 備  考 

10:00～11:00 被爆体験講話 日本語 講話者：笠岡 貞江さん 

11:30～12:30 被爆体験伝承講話 日本語  

13:00～14:00 被爆体験伝承講話 日本語  

14:30～15:30 被爆体験講話 日本語 講話者：桑原 一之さん 

16:00～17:00 被爆体験伝承講話 日本語  

 
 

令和８年（2026年）７月２８日（火） 

（公財）広島平和文化センター 
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 イ 英語講話（英語による逐次通訳を含む） 
 （ア）会場 
   広島国際会議場地下２階 コスモス 
 （イ）プログラム 

時 間 内    容 言 語 備  考 

10:00～12:30 
被爆体験講話及び 
参加者との意見交換 

英語 
講話者：HIP（平和のた
めのヒロシマ通訳者グ
ループ） 

13:00～14:00 被爆体験講話 
日本語 

（英語による 
 逐次通訳あり） 

講話者：飯田 國彦さん 

14:30～15:30 被爆体験伝承講話 英語  

 
 

２ 取材に当たってのお願い 

  講話当日の取材に特段の制限はありませんが、講話者及び聴講者双方が講話に集中できるよう、 
 会場内での撮影には御配慮ください。 

 また、次の講話については、講話者の意向により、録音及び動画撮影は御遠慮ください。 
   ８月６日（木）日本語講話 １０：００～１１：００ 被爆体験講話 
 
３ 参考 
 被爆体験講話の講話者（（公財）広島平和文化センター被爆体験証言者）の被爆当時の状況等につい
ては次のとおりです。 
 ⑴ 天野 幸吉（あまの こうきち）さん 
  ６歳の時、爆心地から１．６ｋｍ離れた自宅で、家族と朝食を食べていたときに被爆。 
 ⑵ 笠岡 貞江（かさおか さだえ）さん 
  高等女学校１年生であった１２歳の時、爆心地から３．５ｋｍ離れた自宅で被爆。 
 ⑶ 桑原 一之（くわばら かずゆき）さん 
  国民学校２年生であった７歳の時、爆心地から約１．５ｋｍ離れた、分散授業所となっていた寺の 
  本堂で朝の掃除をしていたときに被爆。 
 ⑷ 飯田 國彦（いいだ くにひこ）さん 
  ３歳の時、爆心地から９００ｍ離れた母の実家で被爆。その後、母、姉らが相次いで亡くなり孤児 
  となった。 


